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 【方法】2008 年 1 月から 2015 年 4 月までに京都大学医学部附属病院 肝胆
膵・移植外科にて施行された成人生体肝移植症例 250 例を対象とした。術前単
純 CT における第３腰椎レベルの画像を使用し、CT 値にて骨格筋、内臓脂肪、
皮下脂肪を抽出、その面積を測定した。骨格筋量は SMI (skeletal muscle mass 
index;骨格筋面積(cm2)/(身長(m))2)、筋脂肪化は多裂筋 IMAC (intramuscular 
adipose tissue content; 多裂筋の CT 値／皮下脂肪の CT 値。高値ほど質が低
い）、内臓脂肪肥満は VSR (visceral to subcutaneous adipose tissue area ratio; 
内臓脂肪面積/皮下脂肪面積)にて評価した。これら３因子（SMI、IMAC、VSR）








値±2SD をカットオフ値とした。術前 SMI 低値群（P＜0.001）、IMAC 高値
群（P＜0.001）、VSR 高値群（P＜0.001）は、正常群に比較し有意に移植後生
存率が低値であった。３）Cox-Hazard モデルによる多変量解析の結果、術前















生体肝移植症例 250例を 2群に分類したところ、術前 SMI低値群(低骨格筋量群)、IMAC
高値群(筋脂肪化群)、VSR 高値群(内臓脂肪肥満群)は正常群に比較し有意に移植後生存
率が低値であった(いずれも P＜0.001)。多変量解析の結果、術前 SMI低値(hazard ratio 







  したがって、本論文は博士（ 医 学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２９年７月５日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
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